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第 ３ 班：カオス 第 ４ 班：GEKOKU
ワークショップ参加者
社会の変化に伴って、教育の仕方も変化していきます。FD活動はそのような変化を教職員の皆様に伝えて
いくことも重要な使命の一つです。困難を抱えた学生が学習するための環境づくり、国際化を意識した授業改
善などに対してどう取り組むのか。教職員が一体となって解決することは今後益々増えていきそうです。
編集後記
本学の教育システム委員会の中のワーキンググループ
（ＷＧ）一つであるＦＤＷＧと特別委員会として位置付
けられたＦＤ研究会は、全学的なＦＤを課題としていま
す。本授業見学は、英語で実施教育に関連した任を担っ
ている英語教育ＷＧとＦＤ研究会の合同企画として、英
語で行われる大学院授業を対象に行われました。授業科
目は情報数理工学特論Aであり、今年度は集中講義にて
実施されました。講師は平成24年度まで本学におられ 4
月から東京理科大学に移られたご存じ 施 建明 先生です。
本授業科目は、情報工学・科学における数理を対象とし
た内容で、施先生のご専門は数理最適化であるので、最
適化の基礎と応用を院レベルで学べる良い機会です。 
　授業見学会は、本授業の集中講義の期間中の 9月 3日
3－ 4講目に行われました。履修者数は11名で情報電子
工学系専攻情報システム学、コンピュータ知能学コース
の学生で構成されています。内容は、単体法・内点法の
主として扱っています。授業においては、全て英語で説
明、スライドも英語記述されていました。授業見学へは、
ＦＤ研究会メンバー、英語教育WGのメンバーの中から
合わせて 9名が参加しました。授業においては流暢な英
語で話す施先生に、学生は若干の緊張感に包まれていま
した。学生からは、本講師は学部で教わったことのある
先生で、特に平成24年度後期には施先生に技術英語を教
わっているので、学生は英語を受け入れる覚悟をして臨
んでいる様子でした。 授業では、講師から最適化問題
の基本から丁寧に説明され、口頭の英語のみで理解する
のはなく、スライドには（写真参考）式が整然と並んで
おり、学生は持ち前の数学の知識と聞き取れる断片を一
生懸命つかもうとしている様子でした。
　今回は授業後に、見学者と施先生を交えて大学院授業
での英語導入について議論する時間を設けました。施先
生からは、授業内容の理解を優先させたいのであれば、
英語中心では難しいとコメントされました。今回の授業
科目は英語での討論が含まれる内容ではないので、論理
的に展開する授業コンテンツを下地に、それをトレース
するように順序立てて英語で表現するので、逆に、英語
のための英語の内容よりは英語を取り入れやすい授業内
英語授業の授業参加と授業参観を
題材とした討論会
～ＦDワーキンググループ　　
塩谷 浩之 しくみ情報系領域
容であるとも云えます。参観者からは、事前資料を充実
させて内容理解不足を事前の準備で補うなどなど、見学
者・講師含め様々な意見が出され、今後の英語導入につ
ながる見学企画となりました。
「教師　花伝書」
佐藤学（東京大学、教育学）著　小学館
教師は職人と専門家という両面があります。職人
としての教師の世界は「熟達した技能」「経験」「勘
やコツ」によって構成され「模倣」と「修練」で学
びます。見方を変えて専門家としては、それは「専
門的知識」「技術」「思考と探究」によって構成され、
「省察」と「研究」によって学びます。たとえば教
え方は、スキルの修得だけではなく、「身の構え方」
でもあります。教室の「息づかい」を感じ、言葉を
選んでいるかなどを考えているでしょうか。昨今の
大学FDは初等、中等教育を追随しており、学ぶこ
とは多い。それは、教師が「教える専門家」から「学
びの専門家」に変革しているからです。
 
「行動科学を使ってできる人が育つ！教える技術」
石田淳著　かんき出版
ページをめくっていくうちに「なぜこの本がもっ
と早く世に出なかったのか」と思いました。多くの
教員は、研究生活を「熱意、努力、根性、忍耐」な
どで過ごしてきており、学生指導においても、それ
らを拭い去れないものがありました。そのため「残
念な学生」と学生のせいにすることもあったので
はないでしょうか。ところが、行動科学から見れば、
それらは「できる学生」に育てられるはずの指導者
の問題だったのです。
本の紹介
